中

· 安芸国厳島の景

ここの図示する鉢山水（盆栽）はまず多くはその主人の望む所の景色を写す事を第一とする。言うまでもなく鉢山（盆栽）に限らず庭などにおいて、またさしたる好みがない時はその家の職業や生業によって諸国の景色を写し取るべきである。ただ、どこの国の何という景色を写し取ったか考えもなく飾りを置いてはいけない。また好みの景色だとしても形も知らずに景を勝手に作ってはいけない。あまり、手仕事をふやして作っても遊びにならない様にする事こそ肝心である。色彩のある絵と墨絵の絵、素人と玄人とを考えて世間並みにならないように外に口伝秘法を聞かずに、見飽きのないようにすることこそ上達の近道である。

· 橋本の樹の事

橋本の樹とは、橋の手前に樹を上、その枝葉が橋上にさし出してきて水面に影を落とそうとすることである。樹は別に何でもかまわない。

· 飛泉障の樹の事

滝の口あるいは池のこちら側、たんに滝の手前の方に樹を植えて飛泉の水がありありとあるのが見えないように奥深く木暗く恐ろしい様に造るべきである。木はなんでもよい。ただし、冬木ではない木に限る。

· ■リファレンス

· ・ひ‐せん【飛泉】

高い所から落下する水。たき。飛瀑。

· 庵添の木の事

越路の腰掛あるいは峠の茶屋、あばら家などの軒の近くに樹を植えて建物の木陰とする。この木は何でもよい。しかし松の木が第一であり、次に栗、柿と続く。

· ■リファレンス

· ・こし‐じ【越路】‥ヂ

北陸道の古称。また越の国へ行く道。

· 土手見越の事

土手を見越して、その上方は三分、下方に七分、枝を出させるように樹木を植え込んで景観を造る。木は松がよい。または樫、モミ。栂、槇などでもよい。

· ■リファレンス

み‐こし【見越し】広辞苑

１みこすこと。隔ての物を越して見ること。

２（先を）予想すること。相場の成行きを推しはかること。

■池際の樹の事

池際の木はその影が水上に差し出して炎天下の中に涼しい場所を作る。あるいは月前のながめとなることを心得て植えるべきである。これらは現在の景色のおかげである。木は何でもよい。

· ■リファレンス

· ・よ‐けい【余慶】小自演

１［易経坤卦］先祖の善行のおかげで子孫が得る幸福。「積善の家に—あり」〓余殃よおう。

２おかげ。余光。

· 総じて木を植様の事

木を植えるにはただ木を植え、その後に路地を作るのではない。まず石を据えて道を付け、その後木を植える。趣向は見聞きによって知った飛石の趣向、在郷の野村、端山の重なり具合、山間などの物寂しい、など面白い景色がある。昔から数寄者は野山などの風景を心に留め、その風景のように作ったものである。千道安は家を崩した古屋敷の路地の趣向にしたそうである。大木が多い時は木を先に植え、大石のある時は石を先に据える習わしがある。また遠い景色を路地内へ取り込もうと思えば向こうの樹に応じて高い樹を植え、それより段々低い樹を植えるべきである。また木竹とともに植える場合、三つ、一つ、五つ、二つと植えるのである。ある書には三つを嫌うとある。これは三金輪といって樹を植えてはいけないとされている。私はこれを取らないと言っても人が悪いと言ったならば悪いのであろう。また似ているのも悪いと言う。これは似たると言うのではなく睨むの転語ではないだろうか。睨むはそのもの二つである。これも三つの説と同じであろうか。しかしながら二つも三つも連連に植えた時は樹が重なって一本に見える。これをいたずらの植え方と言う。また三つ二つ横に植えるのは三つは三本、二つは二本に見えるからである。これは柱を建て並べたのと似ている事が何の景色に勝と言うのであろうか。その三つを植えるならば

この図のように植えるべきである。

二つを植えるのであれば、この図のように植えるべきである。

五つ植えるのであれば、この図のように植えるべきである。

利休は近くに高い木を植えて、遠くに低い木を植えるという、先が下がっているように教え、織部は近くに低い木を植えて遠くに高い木を植えて、先が上がっているように教えた。また路地に樅の木を植える事は織部が始めたようである。路地に竹を植える事は石州が始めたようである。南天を植える事は桑山左近が植え始めたようである。

· ■リファレンス

· ・む‐さ【無作】広辞苑

〔仏〕因縁によって生成されたものでないこと。因縁の世界を超越した悟りの境地。〓有作うさ

· ・こん‐りん【金輪】広辞苑

１三輪・四輪の一。仏教の宇宙観で、須弥山世界を支えているとされる最上層。

２金輪王こんりんおうの略。

· ・せきしゅう‐りゅう【石州流】‥シウリウ

１江戸時代の茶道流派の一。寛永（1624〜1644）の頃の片桐石見守貞昌を祖とする。鎮信派・怡渓いけい派・道閑派などの支派がある。

２華道の一派。片桐石見守貞昌を祖と称する。
· 樹堀様の事

樹木を掘り起こすにはまずその木の枝ぶりをよく眺めて、枝が多く出ている方から掘り始めるべきである。掘り始めた所にある大小の根を切り回して。それから枝の少ない方へ掘るのである。枝が少ない方は根が少ないと考えてよい。根は枝と同じで、枝が多い方に根も多い。また度々植え替えた木は他の木と同じかと言ったらそうではない。どの方向からでも適当にまかせて六分ぐらい掘り残りの四分は掘らずに根先の方から最初に掘った方へ向けて木の根元をもって押し倒して倒せばそのまま鉢（土？）が付いて程よく育つ。堀廻しの仕事は気を苛立てて樹を揺さぶりながら掘る事を禁止している。木を揺さぶれば必ずその鉢割る事を知るべきである。

■木根搦の事

根を搦むのは縄でて鉢を何ヶ所もぐるぐると巻く。これを根の鉢巻という。その土へ手助掛と言って筋違いに縄を何回も掛け、よく締め固める。これを手助掛という。それより立根を切るべきである。またとても大切な樹はさらに網かけといって縄で網を堅く掛け廻すのである。かわらず藁の薦といったもので包むべきではない。薦で包めばその上どんなに力を入れても縄で堅く締めたとしても、中は篭と同じで土は締まらず、その上その鉢を割る事がある。よくよく考えるべきである。

· ■リファレンス

· ・こも【菰・薦】

１〔植〕マコモ。万葉集11「三島江の入江の—を刈りにこそ」

２あらく織ったむしろ。もとはマコモを材料としたが、今は藁を用いる。

３(「虚無」とも書く) 薦僧こもそうの略。

４薦被こもかぶりの略。おこも。

· 樹植やうの事

まず木を静かに穴の中へ入れてそれから木の枝振りをみてその方向などを定めるべきである。この時に無理をすればたちまちにその鉢を破る事を知るべきである。縄絡みのまま先に土を半分入れて最初に水をその根へ注ぎ入れる。杖の尖ったものでその水を注ぎ、その杖で鉢にさわらぬように鉢の廻りを突くのである。植木に肥やしをするのではなく、杖で土に穴をあけ、その穴へこの水で土を流し込んで、鉢から底へその土を入れ落ち着かせるのである。さてその水の得と引切、土のつき方まるくこのままで置く。そして、その後、水がよく引き土がついたままの上で、根絡みの縄をその土から上へ出てあるだけを切り取ってそれから土で被う。この時は水を用いず、それよりこの土を道具を使ってよく突き固めるべきである。また、とても大切な植木は樹を穴に入れる前に、その穴の底の真ん中に荒麦を木の大きさに応じて約1.8ｌℓ、あるいは約5.5ℓ約9ℓを入れるべきである。松梅はその土で植えて10日ばかりたった後、肥やしを与えるのである。その肥土は角川「キュウ」に限る。その製法は角川「キュウ」をよく煎じて汁を冷やしそれを松の廻りの根先と思う辺りを掘って少しずつ何回にも分けてやるべきである。松の肥やしには川「キュウ」に限る。その他の肥やしは良い物も悪い物もある。川「キュウ」には決して害がなく良い。

· ■リファイン

· さ・す【注す・点す】

 (「刺す」の転義) ある物に他の物を加え入れる。

１加え入れる。万葉集12「紫は灰—・すものそ」

２液体などをそそぎこむ。日葡辞書「アブラヲサス」。「水を—・す」「目薬を—・す」

３火をともす。点火する。万葉集17「婦負めい河の早き瀬ごとにかがり—・し」。「行灯に灯を—・す」「灸を—・す」

４いろどりをする。色をつける。女鏡「ふか爪好み給ふべからず。べにいかにもうすく—・し給ふべし」。日葡辞書「クチベニヲサス」

５しるしをつける。特に、訓点などをつける。「朱点を—・す」

· ■〓〓いずれも、「差す」とも書く。

· ・ひき‐きり【引切】
１ (形動)性急に決着をつけたがるさま。またそういう性格。せっかち。性急。＊堤中納言‐はいずみ「この男、いとひききりなりける心にて」

２ 手もとに引くようにして切ること。ひっきり。

３ とぎれること。たち切れること。ひっきり。

４ 茶道で、茶釜のふたをのせて置く竹製の筒。竹の節を残して引き切るところからの名。ひっきり。

５ 船大工が用いる大きな錐(きり)の一種。

６ 「ひききりのこぎり(引切鋸)」の略。

· 木造りの事

松を造るには鎌割、挟割、指割、葉刈等と言う幾つかの仕事がある。その鎌とは鎌で透かす事を言う。挟割とは挟みで透かすために枝などを刈る事を言う。指割とは挟割の上に指で古葉をもぎ落としてさらにきれいに透かす事を言。葉刈とは指割の上で葉先をよく刈り揃えることを言う。また玉造、伏せ造り、光琳造りなどの造り方があり、その名が変わっても仕事の内容は変わらない。玉造とは竹の輪を入れて丸く造ることを言う。伏せ造りをは小枝を竹へ伏せ結びつけるので伏せ造りという。光琳造りとはその形が光琳が描いた松の絵によく似ていたので言う。

葉を透かすことは、木犀、樫の類でおこなう。その透かし方は外の六ヶ所のもので松は素人でも出来るが、これらの葉は玄人でなければ出来ない。留葉に壱枚二枚三枚などと言うことがある。一枚三枚は吉、二枚は凶である。

これらは所詮方法でありそれぞれで異なるので、特にその図にこだわる必要はないが心得ておくべきである。総じて枝葉ともに重なりを重箱と言い、目の前の上下が重ならないよう向こう越しに見える景色が見えるように透かすべきである。これは松でも同じで、枯枝と苔を良く取り払うべきである。

刈込物は始めに根本の吹き芽をよく切り払いそこから中の枯枝、古葉あるいは虫の巣などをよくよく取り払って中を健やかにしておき、後に外廻りを刈り込むべきである。根本の吹き芽を取ってその中の取払をせずに上辺りばかり刈り込んでいるのは下々の下仕事（素人の仕事）と知るべきである。刈込物は高木、低木、丸物、角物すべて同じである。よくよく仕事には注意するべきである。亭主より手間を惜しむのは考えものである。

· ■リファレンス

· もく‐せい【木犀】

キンモクセイ・ウスギモクセイ・ギンモクセイなどの総称。特にギンモクセイを指すこともある。〓〓秋〓。

・ひっ‐きょう【畢竟】

(「畢」も「竟」も終る意) つまるところ。つまり。所詮。結局。狂、布施無経ふせないきよう「—此の御布施がほしさの儘じや」

· 石居様の事

石を据えるのはまず穴を掘り、その土を穴から脇の方へ除き置く。穴の辺りに土があるのは地形を失い石の深浅を知り悪いのである。また穴の辺りに土の乱れがあるのは石の遣い方が悪いからである。まずその据える石の振り方（置き方）を決めて、それから小石を詰めて土を半分入れ搗き固める。それから地形一杯に土を入れこれをよく搗き固める。必ず足でその土を踏み固める事をしてはいけない。その土を搗き固める道具は木梃の尻で、石の大小に応じてあるので、大きい石には大きい木梃、小さい石には小さい木梃を使うべきである。また小石に大きい木梃を使うのは良くない。大きい石に小さい道具を使うのは役立たない。これはその用法などに限った事ではない。万事同じ事である。また面の直径が三尺の石ならば三尺八寸に穴を掘るべきである。私はこれに従う。また穴の大きさが小さい場合は小石の働きが悪くなると考えるべきである。また穴の大きさが広い場合には小石の効き方が良くないと知るべきである。また石の高さを搗き沈めるには石の廻りへよく土を入れて搗くべきである。その土を入れず小石ばかりだと石を搗く時はその石があって搗き沈まないと知るべきである。石を据えて渡り土を入れてその土を堅く搗くのは神（役石、三尊石など）にも言えるのである。

■リファレンス

・さし‐わたし【差渡し】広辞苑

１さしわたすこと。一方から他方へかけ渡すこと。また、その長さ。

２直径。わたり。けい。

３直接であること。

４血続きであること。血統。

５全く。浮、御前義経記「こなさんの為には—の他人」

· 雨吐地積りの事

雨吐きは第一番の事で最初にこれを考えるべきである。庭の大きさによって一ヶ所より三ヶ所、四ヶ所に雨吐きの口を設けるべきである。まずその地の雨水はどの方角から来るかを考え、その上で建物の立地を考えそこから軒内の土の高さを考え、以上からどの方向に雨水を流すかを決め、その上で地形の長さを計り目立たないように地形に傾斜を付けて土台を決定する。また飛石の面を水盛りで水平にし、最後の方で地形の上の方と下の方との高低差によって石の高低が生じ特に目立つ物である。又地形の高低に応じて石の寸法を決め最後の方で石の上がり下がりはが目立つのである。よって地形の高低と石の高低とを計って据える事が飛石を据える重要な事である。このように心得て飛石を据える時は地形の傾斜もすぐに見える物ではないことを知るべきである。また、池の框石はすべて水平に据えるべきである。これに高低があると池の水は水平なので目立ち見苦しく感じるからである。縁石は上の方で水から五寸出ていれば下の方も五寸出ていると見栄えが良い。よって縁石の上と下で出の差があると水際では見苦しい。また雨水の吐きがあまりよくない土地がある。自然の雨水を池に流さなければ雨吐が出来ないのならば根拠なく雨水を池へ流すべきである。池がなければ雨水は池へ流さぬようにすることこそおかしい。大体雨吐の地形を決めるその基点とするのは軒内の土の高さである。その軒内の土の高さを基点とするのは地場石（土台石）の高さである。その地場石の高低と言うのは大工が決めている。庭師が決めるのではない。よってその地場石の高低によって雨吐が一段と難しくなる。これは図外の図で最初から一番目に気にするようにするべきである。

■リファレンス

・すえ‐くち【末口】スヱ‥

丸太材の細い方の切り口。〓元口

・こう‐げ【高下】カウ‥

１高いことと低いこと。たかひく。上下。

２まさることとおとること。まさりおとり。優劣。

３あがりさがり。騰貴と下落。「株価が激しく—する」

· 露地門生込柱の事

柱の太さは左右の垣、戸口の大きさに応じて見計らうべきである。柱の長さは戸口の大きさとその恰好によって決めるべきである。柱の根は焼くべきである。柱を隠し込む（土に入れるの）には石を入れてよく固めるべきである。

· 建物仕事差別の事

泊まり腰掛に門などの建物に貫穴あるいは柱石などを用いる時は大工方の仕事と考えるべきである。また隠し込みの柱（地中に埋める柱？）あるいは縄絡みの建物などは庭方の仕事と考えるべきである。隠し込み柱、縄絡みの建物であれば屋根を葺く事も庭方の仕事である。古書に屋根の葺き方が幾つか掲載されている。大和葺き、茅葺き、種葺き、笹葺き、草葺き。草葺きは一種類の草で葺く事もある。幾つか取り合わせて葺く事もある。この葺き方は下地を種葺きにしておく。種葺きは下地を赤土にしてならしておきその上に綿種を蒔き平らにする。軒廻りも同じようにする。

· 扣土仕様伝の事

叩き土の仕様は灰と水の加減で言い伝えがある。軒内を叩くには土を一荷に石灰を一俵合わせる。ただし土一荷にも軽重がある。まず土56.25㎏を一荷とする。水加減は随分こはくするべきである。世に伝わるのには土何升に灰何升と定めた古書等があるがあまりいいものではない。悪い教えである。なぜかといえば土はその産地と湿り加減によって合わせる水を変えるからである。また天気の晴雨曇り等によっても違う。なので水の何升何合という方法を私は用いない。ただ手の中で加減を試みて随分こはくと思えばこわく合わせる。そのこはしという加減は手に握って見る時は固まったように思うかもしれないが手を広げれば土は三つ四つにも割れててから下へ落ちるような加減をこはしと言う。また天気がいい日は水を少し増やして加減をあまくするべきである。これはよく合わせておいた片荷の土を叩いているうちに次の片荷の合わせ土がこはく成り過ぎて加減が違ってしまうからである。その加減を考えて少しあまく合わせるべきだと言う事もある。また雨天にこはしというその加減よりも少しこはく合わせ置くべきである。後ほど合わせ土に湿り気がつくものである。よってこれらの加減があるのでその水を決めて記してある書はおかしいと言える。このように灰をこはく合わせて置いて鉄の槌を用いて扣。鉄は土の湿り気を吸収せずよくするので必ず鉄の槌でよく扣べきである。それから鏝であるいは竹の箆などを使って土を磨ぎならす（平らにする？）。たとえ水で洗い塵等を落すとしても鏝等をつかって磨ぎおとすべきである。なぜかといえば磨げば上の土をならし合わせる事が出来るからである。なぜこのように軒内は念を入れるかと言えば、軒内は雨がかからない所で日当たりが強い所なので干割れしやすいからである。加減に水が多すぎれば干割れが早くなると考えるべきである。これを平叩きと言って仕事の姿形ある構築物よりも面倒な仕事である。また打ち水のような水の量を減らして流す時に平らに一面に水がかかるようにするべきである。水が溜まる所があれば乾いた後に埃が溜まり見苦しくなる。また水の走り過ぎるのもよくない。大体30cmにつき0.6cm、3mにつき6cmの走りが良い。これは地場石の根元から軒先まで下り勾配である。よこよく気を配り指図するべきである。

手水前の水門などの類は叩き土と同様、石灰の合わせ加減は平叩きの配合と同じである。ただし水加減は平扣よりは少しあまくするべきである。なぜかと言えば鉢前、納戸などの仕事がしにくい所があるからである。

池扣は土二荷、片荷石灰一俵を合わせるべきである。水の加減はかなりあまくしてもよい。手に握って固まるぐらいの加減になるようにするべきである。日光には弱いと考えた方がよい。

煉り土の仕様は土一荷に石灰一俵を合わせるべきである。水の加減はかなりあまくするべきである。臼に入れて搗き、又は筵に包んでよく踏んでも良い。その上で両手に一杯程度で団子のようにまるめたたくのである。そのようにした後、使うのである。

石と叩き土との境目は、時が経って隙間が出来ないように灰摺というものを用いるべきである。その灰摺というのは石灰を水で堅くとき、煉って叩き土の土口（土の小口、石と土の間）にある石の根に煉り付けその所へ合わせ土を喰わせて、そうした後叩くべきである。

石灰は吟味するべきである。石灰の風邪を引かない品と見れば土二荷に一俵というところへ土二荷に灰二俵を使う。いずれもこの様に取り計らうべきである。

軒内の黒扣の仕様は黒土三荷に石灰一俵を合わせそれを水で泥のようにこねて軒内に囲み（型枠？）をしてその中へ流し込むべきである。三四日もすれば水が引きよく渇くのでよくよく叩き固めるべきである。その時に塩のにがりを少しずつ一面に打ちちらして叩くべきである。また少しずつにがりを打ち散らしてまた叩くべきである。また叩いてまた叩いて幾度となく叩くべきである。全体が泥のような土の乾いたのを幾度も扣のは、土は以外に減る物であるからである。よって最初の泥の様な土を置く時は多分に多く置くべきである。

軒内の赤扣の仕様は赤土ばかりで石灰がない。その赤土の湿気で臼に入れてよく搗き固めるべきである。もっとも地湿りがなくてバラバラになる時は少し水を入れてもよい。搗いてゆくと餅のようになるので、そうなったら平らに敷いて、その上からよく搗き固めるべきである。これも幾度も叩くべきである。赤土はこのように水気が少なくて叩くとひび割れを起こすものと考えるべきである。

■リファレンス

・か【荷】広辞苑

１に。にもつ。「出荷・集荷」

２になうこと。ひきうけること。「荷担・負荷」

３荷物を数えるのに用いる語。宇津保物語蔵開上「わりご五十—」

４はす。「荷葉」

・かん【貫】広辞苑

１尺貫法の目方の基本単位。1貫は3.75キログラム。1000匁。

・つち【槌】広辞苑

１物を打ち叩く工具。頭は金属製または木製の円柱形で、横に柄をさしたもの。ハンマー。法華経方便品平安初期点「銅跋のツツミ、又ツチ也」

・こて【鏝】広辞苑

１泥・漆喰しつくいなどを塗る用具。金箆かなべら。「—で塗る」

２はんだ付けなどに用いる種々のやきごて。

３整髪用アイロン。

４アイロン。「—をかける」

· 地形仕上様の事

仕上げの地形は石の根際、あるいは木の根際などをよくよく見渡し、地形にある小石を取払、高い所の土を削りそれを低い所へ置いて叩き固め地形をならすのである。もっとも雨吐に応じて目立たぬように平らにならすのである。これを小石抜きの地形と言う。

さらに扈平（こならし）と言う地形の整え方がある。扈には三種類ある。黒扈、赤扈、白扈である。黒扈は黒土をよくふるいこした土を置きならすのである。赤扈は赤土のぼくぼく土である。これは赤松等がある庭は使うべきではない。白扈は白砂の事である。銀砂とも言って池のある庭では使うべきではない。また厳しい暑さの時はそれ（白扈？）は熱くなる。以上の扈は仕上げとしては第二義と考えるべきである。

石をよく洗うべきである。石に土が付着していれば必ず苔が発生する。苔と錆は違う。苔は石の垢の様な物である。地形に苔が生じるのはよいが、石と木に生じるのは良くない。その石に土が付着せず数年の錆の上に錆苔が生じることがある。これはめったにある事ではないので大切にするべきである。その錆に生じた苔は日光に強く、土に生じた苔は日光に弱い。また石の手水鉢に水垢の苔と思える物がある。これはよくない。なので手水鉢は度々よく洗って石その物を見せるべきである。別に水を入れる器があるので綺麗過ぎた物はあるはずである。

· 庭差別の事

庭は庭であり、露地は露地である。庭には内と外があり、露地にもある。また書院向けの庭は建物があるのでその庭の此に起ると見得て苦しからず、別荘、茶屋向きの庭は山水或いは園池などあるのでその土地へ建物を建てる時に工夫した様に庭も造るのが作意である。

■リファレンス

・しゅ‐こう【趣向】‥カウ

〓おもむきを出すための工夫。また、そのおもむき。太平記1「句の優美遠長なる体製ていせいのみあつて、其の—落着の所を知り難し」。「—を凝こらす」

· 〓歌舞伎・浄瑠璃で、背景となる固定した世界〓に対して、作品に新しい変化を与える工夫。
